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栗原 良夫 ７８ 男 農業 

昭和５１年３月 

～平成２７年３月 

 

平成８年７月 

～現在 

 

平成１０年 

～平成２６年１１月 

 

平成２６年５月 

～現在 

 

平成２６年１１月 

～現在 

 

平成２７年４月 

～令和８年４月 

 

平成２８年６月 

～現在 

 

令和元年７月 

～現在 

 

蕨市消防団 

 

 

蕨市農業委員会委員 

 

 

和樂備神社総代 

 

 

わらびりんご生産管理団体副会長 

 

 

和樂備神社総代会副会長 

 

 

蕨市消防団第３分団分団長 

 

 

JA さいたま蕨支店運営協力委員会副委員

長 

 

蕨市園芸緑化研究会副会長 

 

耕作面積 

７，８７５㎡ 

耕作日数 

年間２１０日 

主な作物 米 

無 

わらびりんご

生産管理団体 

 

奥田 光由 

事業を完遂

するため相

互の緊密な

る連携を保

ち会員に必

要な啓蒙運

動を行い併

せてわらび

りんごの効

率的な栽培

及び確保 

８人 

蕨市内の農業者、農業委

員、農協役員及び本会の活

動に賛同する市民 

栗原さんは長きにわたり蕨市農業委

員を務め、蕨市の農業情勢を熟知してお

り、現在、１０期目の農業委員を誠実に

務めている。 

また、栗原さんはわらびりんご生産管

理団体の副会長として、わらびりんごの

生産管理および商品化に尽力しており、

市域の狭い蕨市でいかに生産量を増や

していくかという課題に対し、日ごろよ

り地域のコミュニティと密接に関わっ

ている栗原さんが、地域の商業施設の敷

地にわらびりんごの苗木を植樹しても

らえるよう交渉し、市内店舗に植樹する

ことができた。 

 農業以外の分野においても、和樂備神

社の総代会の副会長を務めており、和樂

備神社合祀１００周年記念事業にあた

っては、栗原さんは記念誌の編集委員長

としてリーダーシップをとり、記念誌の

発行のため尽力した。そのほか、５０年

以上の間、消防団として蕨市の防災機能

に大いに貢献しており、非常に信頼の厚

い人物である。 

今後も蕨市の農業の発展のためには、

引き続き栗原さんのような実績と信頼

のある人物が農業委員会の委員として

必要であるため、推薦する。 



野崎 正之 ５７ 男 農業 

平成２８年４月 

～現在 

 

令和５年７月 

～現在 

 

令和７年４月 

～現在 

 

令和８年６月 

～現在 

JAさいたま蕨支店運営協力委員会委員 

 

 

蕨市農業委員会委員 

 

 

蕨市園芸緑化研究会会計 

 

 

JAさいたま蕨支店理事 

耕作面積 

２８５８．８㎡ 

耕作日数 

年間１８０日 

主な作物 ショウガ、

ネギ、ジャガイモ、 

サトイモ 

無 

蕨市園芸緑化

研究会 

 

奥田 光由 

事業を完遂

するため相

互の緊密な

る連携を保

ち会員に必

要な啓蒙運

動を行い併

せて園芸緑

化の発展の

基礎を確立

する 

１８人 
蕨市内の農業関係者、農業

委員、農協役員 

野崎さんは令和 5年度より農業委員に

就任し、その職務を誠実に全うされてい

る。 

また、蕨市園芸緑化研究会では委員や

会計職を務められているほか、同研究会

主催の「みそづくり講習会」への協力や、

「わらびりんご接ぎ木講習会」への積極

的な参加を通じ、本市の農業振興に多大

なる貢献をされている。 

さらに、令和 8年 6 月からは JAさい

たま蕨支店の理事にも就任予定であり、

今後ますますの活躍が期待される。 

このように、地域農業への深い理解と

豊富な経験をお持ちであることから、今

後農業委員会に不可欠な人材であると

確信し、ここに強く推薦する。 

大貫 八千代 ６８ 女 農業 

平成２７年 

 

 

平成２８年４月 

～現在 

 

令和５年７月 

～現在 

国勢調査統計調査員 

 

 

JAさいたま女性部戸田支部蕨地区部員 

 

 

蕨市農業委員会委員 

 

耕作面積 ２１４㎡ 

耕作日数 

年間１５０日 

主な作物 ネギ、 

ナス、トマト、ブロッコ

リー 

無 

蕨市園芸緑化

研究会 

 

奥田 光由 

事業を完遂

するため相

互の緊密な

る連携を保

ち会員に必

要な啓蒙運

動を行い併

せて園芸緑

化の発展の

基礎を確立

する 

１８人 
蕨市内の農業関係者、農業

委員、農協役員 

大貫さん、は令和 5年度より農業委員

（女性委員）に就任し、その職務を誠実

に全うされている。 

また、ご主人も蕨市園芸緑化研究会の

委員を務められており、ご夫婦で本市の

農業振興に多大なる貢献をされている。 

さらに、JA さいたま女性部戸田支部

蕨地区の部員としても、食や農を通じた

健康増進や地域貢献活動に尽力されて

おり、同研究会が主催する、市民から大

変好評を得ている「みそづくり講習会」

においても、その手腕をいかんなく発揮

されている。 

このように、地域農業への深い理解と

豊富な経験をお持ちであることから、今

後も農業委員会の女性委員として不可

欠な人材であると確信し、ここに強く推

薦する。 



貫井 辰之介 ３４ 男 農業 

平成２６年４月 

～現在 

 

平成２９年７月 

～現在 

 

平成３１年４月 

～現在 

 

令和元年４月 

～現在 

就農 

 

 

蕨市農業委員会委員 

 

 

JAさいたま蕨支店運営協力委員会委員 

 

 

蕨市園芸緑化研究会監事 

 

耕作面積 

５，４４０．０３㎡ 

耕作日数 

年間２８５日 

主な作物 山椒、キュ

ウリ、ダイコン、ハクサ

イ、サトイモ 

無 

蕨市園芸緑化

研究会 

 

奥田 光由 

事業を完遂

するため相

互の緊密な

る連携を保

ち会員に必

要な啓蒙運

動を行い併

せて園芸緑

化の発展の

基礎を確立

する 

１８人 
蕨市内の農業関係者、農業

委員、農協役員 

貫井さんは大学を卒業後、ご祖父様、

お父様のもとに就農し、山椒の育苗・定

植の効率化により品質・生産量を向上さ

せる等、大学で学んだ知識を活かして良

質な農作物を効率的に生産するべく

日々研究している。 

 また、農作物の生産から消費までを横

断的に研究しており、平成２５年には、

食の検定・食農１級に合格し、地域の指

導者として十分な知識を習得している

ほか、毎年レクリエーション農園として

市内保育園等にじゃがいも掘りの場を

提供しているなど、農業振興においても

貢献している。 

貫井さんは現在２期目の農業委員を

誠実に努めており、高齢化が進む蕨市の

農業において、今後の蕨市の農業の担い

手として大いに期待される人物である

ため、引き続き農業委員会の委員として

推薦する。 



奥田 光由 ７５ 男 農業 

昭和６１年４月 

～令和元年 7月 

 

平成元年６月 

～現在 

 

平成３年４月 

～平成６年３月 

 

平成５年７月 

～現在 

 

平成１０年４月 

～平成１１年３月 

 

平成２０年１２月 

～現在 

 

平成２３年１２月 

～平成２８年３月 

 

平成２６年５月 

～現在 

 

平成２８年６月 

～現在 

 

平成２９年４月 

～令和５年６月 

 

令和元年７月 

～現在 

蕨市園芸緑化研究会副会長 

 

 

蕨市錦町コミュニティ委員会委員 

 

 

蕨市消防団班長 

 

 

蕨市農業委員会委員 

 

 

蕨市立第二中学校 PTA会長 

 

 

蕨都市計画事業錦町土地区画整理審議委員

会委員 

 

戸田市農業協同組合副組合長理事 

 

 

わらびりんご生産管理団体会長 

 

 

JAさいたま蕨支店運営協力委員会委員長 

 

 

さいたま農業協同組合理事 

 

 

蕨市園芸緑化研究会長 

 

耕作面積 

１２，４６９㎡ 

耕作日数 

年間２００日 

主な作物 米 

無 島村 充    

奥田さんは、園芸品評会実行委員会長

として蕨市の農業イベント運営に尽力

し、地域の農業振興に多大なる貢献をし

ている。 

また、わらびりんご生産管理団体の会

長を務め、生産技術の研究開発に邁進し

ており、同団体が開発・販売する「わら

びりんごサイダー」「シャーベット」「よ

うかん」は、蕨ブランドにも認定されて

いる。 

さらに、農業分野に留まらず、消防団

班長、区画整理審議委員、PTA会長、コ

ミュニティ委員等を歴任し、防災、まち

づくり、教育、地域コミュニティ推進な

ど、多岐にわたる分野で市政発展に寄与

している。その誠実な人柄と実績から、

地域住民より非常に厚い信頼を寄せら

れている人物であることは明白であり、

また今後の蕨市の農業を担う中心的な

存在であることから、その高い見識と指

導力は農業委員会の委員として最適で

あると考え、推薦する。 

 



山下 民子 ７９ 女 農業 

 

平成１１年７月 

～現在 

 

平成２３年６月 

～平成２８年３月 

 

平成２８年４月 

～現在 

 

平成２９年４月 

～現在 

 

令和元年７月 

～現在 

蕨市農業委員会委員 

 

 

JA戸田 理事 

 

 

JAさいたま女性部戸田支部蕨地区部員 

 

 

JAさいたま蕨支店運営協力委員会委員 

 

 

蕨市園芸緑化研究会理事 

耕作面積  

２，７２９㎡ 

耕作日数 

年間２００日 

主な作物 ハクサイ、

キャベツ、ユズ 

無 

わらび農産物

直売所運営協

議会 

 

森田 浩之 

生産者の栽

培技術の向

上と市民消

費者に新鮮

で安全な農

産物を提供

し、市民との

交流を図り

ながら、都市

農業の推進

を確立する

こと 

１０人 

蕨市内に住所を有し、農産

物の生産出荷可能な者 

 

山下さんは長きにわたり蕨市農業委

員を務め、蕨市の農業情勢を熟知してお

り、現在、１０期目の農業委員を誠実に

務めている。 

また、地産地消、食育の推進に積極的

に取り組んでおり、生産した白菜やキャ

ベツなどを農産物直売所と学校給食セ

ンターへ定期的に出荷しているほか、過

去には山下さんが中心となって市民向

けのみそづくり講習会を開催していた。 

 特に、農作物の販売においては、荷造

りや販売方法、価格設定など、消費者の

目線に立った提案を積極的に行ってお

り、直売所や農業のイベントの円滑な運

営に大きく貢献している。 

 引き続き山下さんのような経験・技術

を持つ人物が農業委員会の委員として

必要であると考えるため、推薦する。 

沖田 昌司 ７８ 男 会社役員 

平成２２年４月 

～現在 

 

平成２４年４月 

～現在 

 

平成２８年６月 

～現在 

 

令和４年６月 

～現在 

 

令和６年６月 

～現在 

 

西小学校区放課後子ども教室実行委員会実

行委員長 

 

社会福祉法人蕨市社会福祉協議会錦町支部

副支部長 

 

JAさいたま蕨支店運営協力委員会委員 

 

 

蕨市園芸緑化研究会会員 

 

 

春日町会会長 

 

 

 無 

蕨市園芸緑化

研究会 

 

奥田 光由 

事業を完遂

するため相

互の緊密な

る連携を保

ち会員に必

要な啓蒙運

動を行い併

せて園芸緑

化の発展の

基礎を確立

する 

１８人 
蕨市内の農業関係者、農業

委員、農協役員 

沖田さんは、令和 4年度より「園芸緑

化研究会」の会員として活動に参画し、

地域の園芸農業や緑化活動の発展に多

大なる貢献をしており、この活動を通じ

て、地域の農業振興に対する広い知見と

高い意識を培ってきている。 

さらに、令和 6年度からは町会長の要

職に就き、地域住民の意見を広く汲み上

げながら、コミュニティの活性化や防

災・防犯対策などの地域貢献活動を精力

的に牽引している。この町会長としての

経験から、一部の利害関係に偏ることな

く、地域全体のバランスを俯瞰的に捉え

る大局的な視点と、優れた調整能力を身

に付けており、農業・園芸への高い関心

と、地域コミュニティにおける確固たる

信頼・実績を併せ持つ沖田さんであれ

ば、農業委員会の独立性と中立性を担保

する「中立委員」として極めて適任であ

ると考え、推薦する。 



小宮 弘之 ５９ 男 農業 

平成３年４月 

～令和７年７月 

 

令和７年８月 

～現在 

（株）武蔵野銀行勤務 

 

 

就農 

耕作面積 

５，００７㎡ 

耕作日数 

年間５０日 

主な作物 タマネギ、

ササゲ、ナガネギ、 

ミズナス、コマツナ、 

シュンギク 

無 

わらび農産物

直売所運営協

議会 

 

森田 浩之 

生産者の栽

培技術の向

上と市民消

費者に新鮮

で安全な農

産物を提供

し、市民との

交流を図り

ながら、都市

農業の推進

を確立する

こと 

１０人 
蕨市内に住所を有し、農産

物の生産出荷可能な者 

小宮さんは、ご両親が長年当地で農業

に従事し、特に先代は長きにわたり農業

委員を務められたほか、現在も蕨市園芸

緑化研究会の相談役として地域農業の

発展に尽力されている姿を間近に見て

こられた。 

ご自身はこれから本格的に農業経営

に携わる立場ではあるが、農地の保全や

地域課題の解決の重要性を幼い頃から

理解し、地域農業への熱い関心と責任感

を持っておられる。 

先代から受け継がれた知恵と経験、そ

して新たな視点を併せ持ち、農業者同士

の調整や地域との連携においても、誠実

かつ積極的な活動が大いに期待できる。 

新しい世代の立場から、地域農業の活

性化と農地利用の適正化に貢献してい

ただけるものと確信し、農業委員として

適任であると判断し推薦する。 

 


